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On London's contemporary architecture (Part 4)
―From north London to the west
Toshio MATSUMOTO
Abstract: I have been in London from 1st September 2003 to 31st August 2004 as a visiting researcher. I
stayed at the British Architectural Library (RIBA Library, RIBA: The Royal Institute of British Architects)
in order to research building materials and construction. I am interested in not only building materials but also
building construction system and process. During the period of researching, I collected some materials on
London's contemporary architecture at the Library and did a series of ˆeld research by means of taking pho-
tographs on the sites of these architecture. I mainly researched some architecture from north London to the
west. This report deals with some traditional and modern architecture, some restoration and new architecture
in London. There is a part of modern architecture which is commonly called ``Hi-tech'' in the United Kin-
gdom.
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現代住宅 The Lawns House が周囲の伝統的な地域に溶
け込むことになった経緯について考察する。さらに，そ
の場所から西方の中心部の近くの Oxford Street に存在
感をもって英国建築をリードした米国式建築のデパート
Selfridges を取り上げる。
1. The Lawns House1)2)3)4)（図 1, 2, 3, 4, 5)これは，
以前は1950年代のヴィラであった場所の現代の個人住
宅である。Nick Eldridge と Piers Smerin の設計で2000
年に完成。主としてジョージア様式の Highgate Village
（Highpoint の場所の近く）に位置して，ベーコン通り
Francis Bacon Lane の横は Lawns の庭があり，その北
端には地下室のある大きなヴィクトリア様式の住宅が占
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図 The Lawns House
図 The Lawns House
図 The Lawns House
図 The Lawns House
図 The Lawns House
空間が規則的に仕切られていた。新しい建築家はこのグ
リッドの原則を歓迎した。建て直し Rebuild せずに転換



































図 House at Highgate
図 House at Highgate
図 House at Highgate













なり，以前に想像できなかった Light Structure の可能
性を与えている。ガラスを用いる上での新しい信用が，













（註）House at Highgate5)（図 7, 8, 9, 10, 11)Leonard
Manasseh and Partners設計（1958年）。
敷地は Highgate Village で，入口は South Grove か




South Grove の The Lawns はそのようなヴィクトリア
様式の住宅の 1 つであった。これらが売られた時 3 つ
の敷地に分割された。第 1 の敷地は古い住宅を含んで
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図 House at Highgate
図 House in Bacon's Lane
図 House in Bacon's Lane
図 House in Bacon's Lane
見出された。可能なところでは新しい壁は古い壁の上に
つくられた。しかし，或る新しい壁は地階下に新しい基
礎が必要とされた。11 in. 中空壁が既存の13＋1/2 in. の






2. House in Bacon's Lane6)7)8)（図12, 13, 14)
Leonard Manasseh は1950年代の英国の代表的建築家の
一人である。Highgate Village の端のヴィクトリア様式
の住宅の跡地を 3 つに分割して 3 軒の住宅を設計した
が彼自身の住宅は斜面の一番下に1959年に建てられ，
何物にも妨げられない景色が与えられている。








Manasseh 夫妻には，3 人の若い息子と 1 人の小さい
娘がいた。彼らの主たる関心はコンパクトで働き易いプ
ランの中にできるだけ多くの部屋を得ることであった。





































3. Selfridges store9)10)11)（図15, 16, 17, 18, 19, 20)
Regents Street からはずれて Oxford Street を西へ少し
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図 Selfridges store
図 Selfridges store
進み Duke Street と交叉する角で1908年に工事が開始
された。1 階は大きな店頭窓と間に短い Pillar，その上






刻（'The Queen of Time'）と時計のスペースがある。
東から 9 つのベイ Bay が1909年にオープンし，残りは
（西と後が）192024年，（中央が）192628年である。
長さは525 ft.（160 m）。West End では最大のデパート
メント・ストアである。拡張で車庫とホテルがつけ加え
られているが，Foster & Partners により建て代えの計
画がある。
建築家 R. Frank Atkinson は広いメタル・フレームの













































nham の設計に基づいている。）第 3 の建築家として指
名された Atkinson はリバプールに建築を学んだ。倉庫
クラスの構造ということで防火規定を通り易くした。
Selfridge と Atkinson の忍耐強い申請により LCC は一
部法規を改正したので Selfridge はシカゴ・スタイルの
デパートメント・ストアをロンドンにつくる決心をした。














なく，荷重は Blue れんがの Pier に支えられる。鉄骨骨
組と石柱は同時に建設される。その理由は，鉄骨梁が柱
の石のドラムが接着している Blue れんがの Pier と一体





















ft. 下。基礎から手摺の頂点までの総高さは150 ft. であ















された 3/4 in. の異形鉄筋で補強されている。擁壁に用
いられたコンクリートは普通コンクリートで，その調合
はセメント 1，砂 2，砂利 4 であった。3/4 in. 厚のアス






























in. せい梁で構成されている。2 つの梁は24 ft. スパンで，













も 2 in. のコンクリートで被覆された。火災の場合，コ
ンクリート中に入れたワイヤーによりコンクリートが落





26）。鉄筋コンクリートの厚さは 6＋1/2 in. で，床を強
く支持できるように鉄骨桁に対するコンクリートの打設
はとくに厚くなされた。鉄筋コンクリートの床の頂部に











全館耐火構造で，外装には Portland Stone が用いら
れた。















平成15年 9 月 1 日から 1 年間学外派遣研究員として
ロンドンに派遣して下さった国士舘大学，同工学部，同
建築デザイン工学科に心から感謝申し上げます。また，
受入れ先の RIBA 王立英国建築家協会および RIBA
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